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四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有 

四半期決算説明会開催の有無 ：有 

（百万円未満切捨て） 
１．平成24年2月期第2四半期の連結業績（平成23年3月1日～平成23年8月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

24年 2月期第2四半期 19,742   16.4 1,446  271.8 1,545  594.0 951     －
23年2月期第2四半期 16,967   27.6 389   － 222     － △1,082   －

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年 2月期第2四半期 22.10 －
23年2月期第2四半期 △24.56 －

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年 2月期第2四半期 51,918 37,720 71.8 864.90
23年 2月期 49,250 37,096 73.9 845.31

(参考)自己資本 24年2月期第2四半期      37,256百万円 23年2月期      36,412百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
23年 2月期 - 11.00 - 11.00 22.00   
24年 2月期 - 13.00   

24年 2月期(予想)   -  13.00  26.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 円   銭

通  期 42,200 18.1 3,200 124.0 3,300 176.3 1,500 829.0         35.16 

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.３「２．その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 -社 (社名)  、除外 -社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手

続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年2月期2Ｑ 48,033,234株 23年2月期 51,033,234株

② 期末自己株式数 24年2月期2Ｑ 4,956,991株 23年2月期 7,956,911株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年2月期2Ｑ 43,076,296株 23年2月期2Ｑ 44,074,731株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在の情報に基づき作成したもの
であり、実際の業績等は今後様々な不確定要因によって大きく異なる場合があります。なお、本資料に記載の業績
予想に関する事項は【添付資料】P.３「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報(3)連結業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。 
2.平成 24 年２月期連結業績予想の１株当たり当期純利益は、平成 23 年９月 12 日開催の取締役会決議に基づく自
己株式取得による影響を考慮しております。 
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(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における経済情勢は、米国経済は回復のペースが鈍化し、欧州経済はユーロ加盟国の

財政・金融への懸念が増すなか、減速しました。一方、アジア経済は東日本大震災の影響により一部の地域で低迷

しましたが、中国などは引き続き高成長を維持しました。わが国経済は、東日本大震災の影響から徐々に持ち直し

の動きがみられました。なお、為替は円高水準で推移しました。 

 当グループの主要関連市場におきましては、工作機械事業では主力の欧米市場を中心に受注が好調に推移し、特

機事業では北米・南米や中国などでドットインパクト製品の需要が増加しました。また、精密部品事業では腕時計

部品が堅調に推移しました。 

 このような状況のなか、工作機械事業では、受注の増加に伴い国内・海外の工場は増産対応し、欧州向けを中心

に売上を伸ばしました。特機事業では、中国市場でドットインパクト製品の売上を伸ばしましたが、欧州市場を中

心にサーマル製品の売上が減少しました。一方、コンポーネント事業では、売上増加を期待していた車載市場向け

が、東日本大震災の影響もあり厳しい状況となりました。精密部品事業では、腕時計部品は震災の影響が一時的に

とどまったため売上を伸ばしましたが、非時計部品の売上は全体としては減少しました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は197億4千2百万円(前年同期比16.4％増)となりました。利益

につきましては、工作機械事業の売上増加などにより、営業利益は14億4千6百万円(前年同期比271.8％増)、経常

利益は15億4千5百万円(前年同期比594.0％増)、四半期純利益は9億5千1百万円(前年同期は10億8千2百万円の損失)

と大幅に改善しました。 

  

セグメント別の状況は次のとおりであります。 

（特機事業） 

小型プリンタは、米州では南米市場が堅調なうえ、北米市場の需要も回復が続いたものの、売上は後半にかけ

て一時的に伸び悩んだことなどから減少しました。好調な中国市場では、大口顧客や中小規模のリテール顧客向

けを中心にドットインパクト製品の需要が旺盛だったものの、サーマル製品が減少したため、売上は伸び悩みま

した。また、欧州市場では、ドイツなどを中心に需要の回復がみられたものの、南欧諸国での財政問題や中東地

域での政治的な混乱などもあり、売上は減少しました。 

以上の結果、当事業の売上高は36億7千8百万円(前年同期比7.5％減)、営業利益は1億9千8百万円(前年同期比

53.5％減)となりました。 

（コンポーネント事業） 

車載市場向けは、自動車メーカーが東日本大震災による生産調整を行ったため、売上は前年同期並みとなりま

した。また、携帯電話向けなどは、採算性の厳しい製品の取り扱いを縮小しているため、売上は大幅に減少しま

した。 

以上の結果、当事業の売上高は15億1千5百万円(前年同期比43.6％減)と大幅に減少し、営業損益も5億3千万

円の損失(前年同期は2億5千万円の損失)となりました。 

（工作機械事業） 

CNC自動旋盤は、世界経済の景気回復が続いたことから、市況の改善が進みました。地域別では、東アジア市

場の伸びに加えて、東南アジア市場における自動車、自動二輪関連先の設備投資などが旺盛で、アジア市場は引

き続き受注が好調に推移し、売上を伸ばしました。米国市場は、医療関連に加えて自動車関連の設備投資も動き

がみられ売上を伸ばしました。欧州市場もユーロ安に伴う輸出の回復などにより輸出関連企業の設備投資が増加

し、ドイツの自動車関連を中心に受注が回復したため、売上を大きく伸ばすことができました。また、国内市場

も東日本大震災の影響から徐々に回復し売上を伸ばしました。 

以上の結果、当事業の売上高は124億2千6百万円(前年同期比52.3％増)、営業利益は22億9千2百万円(前年同期

比235.7％増)と、売上、利益ともに大幅に増加しました。 

なお、中国のローエンド市場の開拓を目指し共同開発したCSC16を給力(ゲイリー)ブランドで販売活動を開始

するとともに、ベストセラー機SBシリーズのラインアップとしてSB-12Ⅱ、SB-16Ⅱを発表しました。 

また、生産能力の増強を図るためタイ・ナコンラチャシマに国内、中国(大連)に次ぐ生産拠点を設けることを

決定しました。 

（精密部品事業） 

腕時計部品は、日本製腕時計の販売が堅調に推移するなか、納入先メーカーの震災の影響からの回復が早く売

上を伸ばしました。一方、非時計部品では、カーオーディオ向け部品が、納入先メーカーのモデルチェンジや震

災の影響により売上は減少しました。また、小型ハードディスク駆動装置(HDD)部品は、国内、海外ともに販売 

単価の下落などもあり売上は減少しました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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以上の結果、当事業の売上高は21億2千2百万円(前年同期比1.3％減)と前年同期並みとなりましたが、営業利

益は3億7千3百万円(前年同期比5.2％増)となりました。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は519億1千8百万円となり、前期末に比べ26億6千8百万円増加しました。 

資産は、売上の増加などによりたな卸資産などが増加しました。負債は、主に仕入債務が増加したため、前期末に

比べ20億4千4百万円増加しました。純資産は、配当金の支払いがあったものの、四半期純利益や為替換算調整勘定

の改善などにより、前期末に比べ6億2千4百万円増加しました。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成23年９月12日発表の業績予想を変更しておりません。 

  

  

(1) 重要な子会社の異動の概要  

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要  

該当事項はありません。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要  

①会計基準に関する事項の変更  

「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31

日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適

用しております。 

 この変更に伴い、従来の方法と比較して当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は1,229千円、税

金等調整前四半期純利益は24,905千円、それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資

産除去債務の変動額は47,281千円であります。 

②表示方法の変更 

(四半期連結損益計算書)  

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しておりま

す。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,273,664 14,769,506

受取手形及び売掛金 10,079,881 9,288,903

有価証券 597,762 430,830

商品及び製品 6,748,667 5,663,143

仕掛品 2,359,174 2,065,510

原材料及び貯蔵品 1,842,912 1,793,417

繰延税金資産 150,184 149,895

その他 994,959 893,175

貸倒引当金 △236,672 △218,516

流動資産合計 37,810,534 34,835,866

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,947,108 4,854,708

機械装置及び運搬具（純額） 2,451,574 2,620,115

工具、器具及び備品（純額） 585,615 563,730

土地 2,558,313 2,449,820

リース資産（純額） 55,751 60,256

建設仮勘定 23,359 512

有形固定資産合計 10,621,722 10,549,143

無形固定資産   

その他 391,966 321,926

無形固定資産合計 391,966 321,926

投資その他の資産   

投資有価証券 1,961,789 2,305,826

繰延税金資産 450,400 516,980

その他 682,497 720,736

貸倒引当金 △59 △52

投資その他の資産合計 3,094,628 3,543,491

固定資産合計 14,108,317 14,414,561

資産合計 51,918,852 49,250,427
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,752,965 5,862,938

短期借入金 2,000,000 2,000,000

リース債務 16,422 15,779

未払法人税等 308,027 206,511

賞与引当金 765,531 564,755

役員賞与引当金 28,000 －

その他 3,878,552 3,081,435

流動負債合計 13,749,499 11,731,421

固定負債   

リース債務 42,170 47,489

退職給付引当金 44,283 45,917

その他 362,514 329,275

固定負債合計 448,968 422,682

負債合計 14,198,467 12,154,103

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,721,939 12,721,939

資本剰余金 13,876,517 13,876,517

利益剰余金 23,292,758 25,778,638

自己株式 △4,900,250 △7,864,181

株主資本合計 44,990,964 44,512,914

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △136,114 46,113

為替換算調整勘定 △7,598,001 △8,146,391

評価・換算差額等合計 △7,734,115 △8,100,277

新株予約権 2,667 －

少数株主持分 460,868 683,687

純資産合計 37,720,384 37,096,324

負債純資産合計 51,918,852 49,250,427
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(2)四半期連結損益計算書 
(第２四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 16,967,348 19,742,499

売上原価 11,225,596 12,356,890

売上総利益 5,741,751 7,385,608

販売費及び一般管理費 5,352,713 5,939,203

営業利益 389,038 1,446,405

営業外収益   

受取利息 77,834 71,723

受取配当金 20,932 20,638

為替差益 － 948

特許収入 11,481 9,138

雑収入 26,386 46,284

営業外収益合計 136,633 148,732

営業外費用   

支払利息 5,640 3,661

投資有価証券評価損 － 41,862

為替差損 272,585 －

雑損失 24,776 4,262

営業外費用合計 303,002 49,785

経常利益 222,669 1,545,352

特別利益   

固定資産売却益 27,326 62,401

貸倒引当金戻入額 16,437 －

特別利益合計 43,763 62,401

特別損失   

固定資産処分損 5,455 3,187

投資有価証券評価損 246,445 37,121

特別退職金 911,612 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23,675

特別損失合計 1,163,513 63,984

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△897,080 1,543,768

法人税、住民税及び事業税 532,235 383,947

法人税等調整額 △398,817 164,181

法人税等合計 133,418 548,128

少数株主損益調整前四半期純利益 － 995,640

少数株主利益 51,808 43,681

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,082,307 951,958
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該当事項はありません。  

 当社は、平成23年４月20日付で自己株式を消却いたしました。 

 この影響により、当第２四半期連結累計期間において自己株式が2,964,000千円減少し、当第２四半期連結会計期

間末において自己株式が4,900,250千円となっております。 

   

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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